
は
じ
め
に
―
―
新
聞
の
デ
ザ
イ
ン
を
研
究
す
る
意
義

従
来
の
歴
史
研
究
の
多
く
は
新
聞
を
史
料
と
し
て
扱
い
、
主
に
記
事
の
内
容
に

着
目
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
記
事
が
ど
の
位
置
に
、
ど
の
よ
う
な

装
飾
を
施
し
た
状
態
で
掲
載
さ
れ
る
か
と
い
っ
た
形
式
も
、
新
聞
の
内
容
と
密
接

に
関
連
し
て
い
る
。
本
稿
の
大
き
な
目
的
は
、
近
代
日
本
の
新
聞
の
形
式
を
「
デ

ザ
イ
ン
」
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
に
あ
る
。

近
代
日
本
の
新
聞
デ
ザ
イ
ン
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
二
つ
の
意
味
で
近
代
と
は

何
か
と
い
う
問
い
に
貢
献
す
る
。
第
一
に
、
そ
も
そ
も
新
聞
と
は
そ
れ
自
体
が
、

近
代
に
誕
生
し
た
文
化
的
産
物
の
一
つ
で
あ
る
。
中
で
も
新
聞
の
デ
ザ
イ
ン
に
着

目
す
る
こ
と
は
、
記
者
（
送
り
手
）
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
紙
面
を
編
集
し
た
か
、

読
者
（
受
け
手
）
が
ど
の
よ
う
に
情
報
を
理
解
し
た
か
、
と
い
っ
た
点
の
解
明
に

つ
な
が
る
。
新
聞
を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、

近
代
日
本
の
全
体
像
に
新
た
な
知
見
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。
第

二
に
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
新
聞
は
歴
史
研
究
を
進
め
る
上
で
重
要
な
史
料

の
一
つ
で
も
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
観
点
か
ら
新
聞
の
史
料
的
性
格
を
検
討
す

る
こ
と
で
、
新
聞
の
内
容
を
分
析
す
る
だ
け
で
は
浮
か
び
上
が
ら
な
い
知
見
を
、

個
々
の
近
代
史
研
究
に
加
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
語
の
定
義
は
多
様
だ
が
、
本
稿
で
は
見
た
目
の
美
し
さ

と
い
っ
た
意
味
で
は
な
く
、
情
報
を
伝
え
る
上
で
の
工
夫
と
い
っ
た
意
味
で
捉
え

た
い
。
狭
義
の
「
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
紙
面
に
記
事
本
文
や
見
出
し
な
ど
の
諸
要
素

を
配
置
・
装
飾
す
る
こ
と
を
指
し
、
ほ
ぼ
レ
イ
ア
ウ
ト
と
同
義
で
あ
る
。
一
方
広

義
に
は
、
情
報
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
、
言
い
換
え
れ
ば
新
聞
社
の
活
動
一
般

も
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
概
念
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
重
大
な

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
場
合
、
通
常
の
紙
面
（
本
紙
）
で
派
手
な
レ
イ
ア

ウ
ト
を
採
用
し
て
報
じ
る
こ
と
（
狭
義
）
も
、
読
者
に
速
報
を
届
け
る
た
め
に
号

外
を
出
す
こ
と
（
広
義
）
も
、
記
事
の
重
要
性
を
提
示
す
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
。
以
下
で
は
広
い
意
味
で
の
「
デ
ザ
イ
ン
」
を
頭
の
片
隅
に
置

き
つ
つ
、
基
本
的
に
は
狭
い
意
味
で
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
語
を
用
い
る
。

近
代
日
本
新
聞
デ
ザ
イ
ン
史
序
説

―
―
「
段
越
え
見
出
し
」
の
初
期
用
例
に
着
目
し
て
―
―

小

田

泰

成

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
十
六
号

二
〇
二
二
年
三
月
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記
事
本
文
一
段
目

（
通
常
の
二
段
分
の
長
さ
）

③
段
越
え
見
出
し
も
ど
き

記
事
本
文
一
段
目

②
一
段
見
出
し

①
段
越
え
見
出
し

二
段
目

新
聞
の
デ
ザ
イ
ン
を
研
究
す
る
上
で
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
新
聞
の
紙
面
を
構
成

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
本
稿
で
は
以
下

の
理
由
か
ら
見
出
し
、
中
で
も
複
数
の
段
（
新
聞
紙
面
を
縦
に
等
分
に
区
切
っ
た

部
分
）
に
ま
た
が
る
「
段
越
え
見
出
し
」
に
対
象
を
絞
る
（
図
１
）。
ま
ず
、
新

聞
の
見
出
し
は
現
代
で
は
「
読
者
が
最
初
に
目
に
す
る
も
の
で
、
ニ
ュ
ー
ス
の
看

板
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
（
１
）」
な
ど
と
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
、
記
事

を
代
表
す
る
存
在
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
加
え
て
、
現
代
の
新
聞
で
は
記
事
の
重

要
度
の
高
さ
と
、
そ
の
記
事
の
見
出
し
の
段
数
の
多
さ
が
比
例
し
て
お
り
、
見
出

し
は
ニ
ュ
ー
ス
の
重
要
度
を
定
量
的
に
示
す
指
標
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
（
２
）。
し

か
し
こ
の
よ
う
な
段
越
え
見
出
し
は
、
明
治
初
年
の
新
聞
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
段
越
え
見
出
し
の
登
場
は
、
た
だ
単
に
記
事
を
羅
列
す
る
状
態
か
ら
、
優

先
順
位
に
沿
っ
て
記
事
を
配
置
す
る
状
態
に
移
行
す
る
画
期
の
一
つ
と
、
ひ
と
ま

ず
は
仮
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

本
稿
は
「
は
じ
め
に
」
と
「
お
わ
り
に
」
を
除
い
て
、
全
四
章
か
ら
成
る
。
第

一
章
は
先
行
研
究
の
整
理
と
、
段
越
え
見
出
し
登
場
以
前
の
見
出
し
の
略
史
に
充

て
る
。
新
聞
そ
の
も
の
を
近
代
の
文
化
的
産
物
と
捉
え
て
分
析
す
る
の
が
、
第
二

章
と
第
三
章
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
第
二
章
で
段
越
え
見
出
し
の
初
出
例
を
明

ら
か
に
し
、
第
三
章
で
段
越
え
見
出
し
が
導
入
さ
れ
た
背
景
を
考
察
す
る
。
第
四

章
で
は
、
新
聞
を
史
料
と
し
て
み
な
し
た
上
で
、
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
い
わ
ゆ
る
ス
ペ
イ
ン
風
邪
（
３
））
に
関
す
る
歴
史
研
究
を
例
に
、
新
聞
デ
ザ
イ
ン
研

究
の
応
用
可
能
性
を
提
示
す
る
。

本
稿
で
分
析
対
象
と
し
た
新
聞
は
、
い
わ
ゆ
る
二
大
紙
と
し
て
新
聞
界
の
中
心

を
占
め
た
『
大
阪
朝
日
新
聞
（
大
朝
）』
と
『
大
阪
毎
日
新
聞
（
大
毎
）』、
お
よ

び
そ
れ
ら
の
東
京
版
で
あ
る
『
東
京
朝
日
新
聞
（
東
朝
）』
と
『
東
京
日
日
新
聞

（
東
日
）』
で
あ
る
（
４
）。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
下
に
お
い
て
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
通
じ
て
比
較
的
容
易
に
ア
ク
セ
ス
可
能
だ
っ
た
と
い
う
理
由
も
大
き

い
（
５
）。
特
に
『
東
朝
』
は
、
い
ち
早
く
政
論
で
は
な
く
報
道
を
重
視
し
た
新
聞
（
６
）と
し

て
重
要
で
あ
り
、
第
一
章
第
一
節
で
扱
う
先
行
研
究
で
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
稿
で
も
代
表
的
な
新
聞
と
し
て
扱
う
。
第
四
章
で
は
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
検
索
機
能
が
充
実
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
主
に
『
東
朝
』
と
『
読
売
新

【図１】段越え見出しの図解

�は段越え見出しで、�の１段見出しと異なり、１段目と２段目にまたがっている。
�は、縦の長さが通常の２段分になっており、一見段越え見出しのように見える。

しかし記事本文も１段が通常の２段分の長さになっているため、厳密には段を越えて
いない。詳細は第２章第１節でも述べるが、本稿ではこうした見出しを「段越え見出
しもどき」と呼ぶ。
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聞
（
読
売
）』
を
分
析
対
象
と
し
た
（
７
）。
な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
紙
面
は
特
記

な
き
限
り
、
号
外
や
付
録
で
は
な
く
本
紙
の
朝
刊
で
あ
る
（
８
）。

第
一
章

先
行
研
究
の
整
理
と
段
越
え
見
出
し
の
前
史

第
一
節

主
な
先
行
研
究

近
代
日
本
の
新
聞
に
お
け
る
見
出
し
の
変
遷
を
主
題
と
す
る
先
行
研
究
は
数
少

な
い
。
最
初
期
の
研
究
と
し
て
、
鈴
木
英
夫
「
新
聞
の
見
出
し
の
近
代
化
―
―
東

京
朝
日
新
聞
を
中
心
と
し
て
（
９
）」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
論
文
は
明
治
期
の
『
東
朝
』

の
見
出
し
の
変
遷
を
た
ど
っ
た
点
と
、
段
越
え
見
出
し
登
場
以
前
の
見
出
し
の
分

類
（
詳
細
は
次
節
）
を
試
み
た
点
に
新
規
性
が
あ
る
。

鈴
木
は
『
東
朝
』
で
の
段
越
え
見
出
し
の
初
出
例
を
、
明
治
四
十
五
年
七
月
二

十
一
日
四
面
「
聖
上
陛
下
御
重
態
（
１０
）」
と
推
定
し
た
。
こ
の
九
日
後
に
崩
御
す
る
こ

と
に
な
る
明
治
天
皇
の
病
状
の
重
さ
を
伝
え
る
記
事
で
あ
る
。
鈴
木
は
「
こ
う
し

た
試
み
〔
段
越
え
見
出
し
の
よ
う
な
、
見
出
し
の
新
し
い
パ
タ
ー
ン
の
登
場
〕
は
、

戦
争
・
災
害
と
い
っ
た
大
き
な
出
来
事
を
き
っ
か
け
と
し
て
使
わ
れ
出
し
、
そ
れ

が
普
通
の
記
事
に
も
及
ぶ
よ
う
に
な
る
（
１１
）」
と
主
張
し
て
い
る
。

近
年
の
研
究
と
し
て
は
、
奥
武
則
「
見
出
し
の
誕
生
―
―
新
聞
の
視
覚
媒
体
的

要
素
に
つ
い
て
の
一
断
章
（
１２
）」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
奥
は
段
越
え
見
出
し
の
初
出
例
を
、

『
東
朝
』
で
は
明
治
四
十
五
年
七
月
二
十
二
日
四
面
「
御
病
状
依
然
」
と
、『
万
朝

報
』
で
は
同
年
七
月
三
十
日
三
面
「
天
日
昏
く
神
人
哭
す
」
と
推
定
し
た
。『
東

朝
』
で
の
初
出
例
が
鈴
木
の
指
摘
よ
り
一
日
遅
い
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

奥
の
論
文
に
は
鈴
木
の
論
文
に
言
及
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
と
は
い

え
、
複
数
紙
の
比
較
と
い
う
点
で
は
新
規
性
が
あ
る
。
奥
の
結
論
は
「『
天
皇
崩

御
』
は
近
代
日
本
に
誕
生
し
た
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
最
初
に
経
験
す
る
特
大

の
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
契
機
に
し
て
見
出
し
が
、
長
く
越
え
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
「
段
」
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
た
の
は
当
然
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
（
１３
）」
と
い
う
も
の
で
、
鈴
木
と
似
通
っ
て
い
る
。
な
お
本
稿
で
用
い
て

い
る
「
段
越
え
見
出
し
」
と
い
う
表
現
は
、
管
見
の
限
り
奥
の
発
案
と
思
わ
れ
る
。

他
、
概
説
的
で
は
あ
る
が
、
板
村
英
典
「
近
代
新
聞
の
発
達
と
見
出
し
の
変

容
（
１４
）」
は
、
現
代
の
見
出
し
ま
で
視
野
に
入
れ
て
豊
富
な
先
行
研
究
を
挙
げ
て
お
り
、

参
考
に
な
る
。
崔
慈
芳
、
宮
崎
紀
郎
、
玉
垣
庸
一
「
台
湾
の
新
聞
デ
ザ
イ
ン
変
遷

（
１
）
日
本
統
治
時
代
か
ら
『
報
禁
』
実
施
ま
で
（
１
８
９
５
〜
１
９
５
５
（
１５
））」

は
、
近
代
の
台
湾
・
日
本
・
中
国
の
新
聞
デ
ザ
イ
ン
を
比
較
し
た
、
ご
く
大
ま
か

な
通
史
と
な
っ
て
い
る
。

近
代
日
本
の
新
聞
の
通
史
を
描
い
た
文
献
の
う
ち
、
見
出
し
に
つ
い
て
比
較
的

詳
し
く
触
れ
た
も
の
と
し
て
、
西
田
長
寿
『
明
治
時
代
の
新
聞
と
雑
誌
（
１６
）』
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
は
段
越
え
見
出
し
登
場
以
前
の
見
出
し
に
関
す
る
概
説
も
兼
ね
て

い
る
の
で
、
少
し
長
く
な
る
が
引
用
し
て
み
た
い
。

よ
み
易
い
新
聞
と
す
る
た
め
に
、
記
事
見
出
し
も
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
さ
れ
た
。

明
治
初
年
に
お
い
て
は
記
事
に
見
出
し
が
な
か
っ
た
。
社
説
に
題
を
か
か
げ

出
し
た
の
は
、
西
南
戦
争
前
後
で
あ
る
。『
東
京
日
日
新
聞
』
に
つ
い
て
記

事
見
出
し
発
展
の
跡
を
辿
る
と
、
明
治
一
四
年
一
月
四
日
か
ら
は
、
雑
報
記

事
本
文
の
上
に
、
本
文
と
同
号
（
五
号
）
活
字
の
見
出
し
を
附
し
は
じ
め
た

〔
こ
れ
は
後
に
「
か
ぶ
せ
見
出
し
（
１７
）」
と
呼
ば
れ
る
（
１８
）〕。
明
治
二
三
年
三
月
（
一

八
日
）
頃
か
ら
重
要
記
事
の
見
出
し
に
別
行
四
号
活
字
な
ど
用
い
初
め
て
い

る
。
一
般
記
事
の
別
行
見
出
し
は
明
治
二
四
年
三
月
三
日
か
ら
用
い
は
じ
め

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
後
必
要
に
応
じ
て
別
行
大
活
字
見
出
し
を
増
加
し

て
行
っ
て
い
る
が
、
段
抜
き
見
出
し
〔
段
越
え
見
出
し
と
同
義
か
〕
は
明
治
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四
四
年
三
月
頃
ま
で
は
見
ら
れ
な
い
。
が
と
に
か
く
編
集
者
が
そ
の
記
事
を

重
視
す
る
程
度
に
従
っ
て
見
出
し
活
字
は
、
二
・
三
・
四
号
活
字
と
各
種
の

活
字
を
使
用
し
、
読
者
の
眼
を
惹
く
こ
と
に
留
意
し
た
（
１９
）

こ
の
よ
う
に
西
田
は
『
東
日
』
を
対
象
に
、
段
越
え
見
出
し
の
初
出
例
が
明
治

四
十
四
年
三
月
だ
と
し
て
い
る
。
対
象
紙
が
異
な
る
と
は
い
え
、
奥
や
鈴
木
の
指

摘
よ
り
初
出
時
期
が
一
年
以
上
早
い
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
「
編
集
者
が
そ
の
記

事
を
重
視
す
る
程
度
に
従
っ
て
」
見
出
し
の
文
字
の
大
き
さ
を
変
え
る
と
い
う
西

田
の
主
張
は
、
鈴
木
や
奥
の
主
張
と
共
通
し
て
い
る
。

他
、
新
聞
を
史
料
と
し
て
用
い
る
中
で
断
片
的
に
見
出
し
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
触
れ
た
研
究
や
、
現
代
の
新
聞
の
見
出
し
を
扱
っ
た
研
究
、
海
外
の
新
聞
の
見

出
し
を
扱
っ
た
研
究
も
多
数
存
在
す
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
研
究
を
全
て
把
握
で

き
て
い
な
い
こ
と
、
本
稿
の
関
心
と
の
直
接
の
関
連
性
は
薄
い
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
詳
細
は
割
愛
す
る
。

第
二
節

段
越
え
見
出
し
登
場
以
前
の
新
聞
デ
ザ
イ
ン
―
―
強
調
表
現

を
中
心
に

見
出
し
は
「
看
板
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
現
代
で
は
、
そ
の

記
事
の
存
在
を
目
立
た
せ
る
役
割
を
果
た
す
。
本
節
で
は
、
新
聞
史
の
流
れ
を
ご

く
大
ま
か
に
確
認
し
た
後
、
段
越
え
見
出
し
の
登
場
以
前
に
存
在
し
た
、
記
事
を

目
立
た
せ
る
手
段
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

日
本
の
新
聞
史
を
紐
解
く
と
、
ま
ず
明
治
初
期
に
「
絵
本
、
錦
絵
、
読
売
瓦
版

と
い
う
近
世
の
視
覚
メ
デ
ィ
ア
を
再
統
合
し
た
印
刷
物
」
と
し
て
、
挿
絵
付
き
の

メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
錦
絵
新
聞
が
誕
生
し
た
（
２０
）。
錦
絵
新
聞
は
「
新
聞
紙
の
雑
報
に
浮

世
絵
師
が
挿
絵
を
描
く
先
駆
け
と
な
り
、
さ
ら
に
後
の
漫
画
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
視

覚
メ
デ
ィ
ア
、
あ
る
い
は
大
衆
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
な
が
る
表
現
形
式
で
あ
っ

た
（
２１
）」。
し
か
し
、
や
が
て
同
じ
く
大
衆
を
対
象
と
し
、
情
報
量
や
速
報
性
で
勝
る

「
小
新
聞
」
に
押
さ
れ
て
姿
を
消
す
（
２２
）。
他
方
、
明
治
初
期
に
は
、
主
に
知
識
人
を

対
象
と
し
た
、
政
論
重
視
の
「
大
新
聞
」
も
現
れ
る
。
明
治
二
十
年
ご
ろ
か
ら
は

大
新
聞
と
小
新
聞
の
境
目
が
曖
昧
に
な
り
、
現
代
の
新
聞
に
近
付
き
始
め
る
（
２３
）。
本

稿
で
扱
う
新
聞
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
と
、
東
西
『
朝
日
』
と
『
読
売
』
は
小
新
聞
、

東
西
『
毎
日
』
は
大
新
聞
に
相
当
す
る
（
２４
）。

続
い
て
、
段
越
え
見
出
し
登
場
以
前
の
見
出
し
の
発
展
に
つ
い
て
述
べ
る
。
前

節
で
引
用
し
た
西
田
の
説
明
の
よ
う
に
、
明
治
初
期
の
新
聞
に
は
見
出
し
は
存
在

し
な
か
っ
た
（
２５
）。
西
田
の
指
摘
通
り
『
東
日
』
で
は
、
明
治
十
四
年
一
月
四
日
か
ら
、

記
事
本
文
の
一
行
目
に
付
さ
れ
る
見
出
し
（
か
ぶ
せ
見
出
し
）
が
多
く
の
記
事
で

一
斉
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
そ
れ
以
前
か
ら
、
散
発
的
に
か
ぶ
せ
見

出
し
や
、
本
文
と
別
行
の
見
出
し
も
存
在
し
て
い
た
。『
東
朝
』
で
は
明
治
二
十

一
年
七
月
十
日
の
創
刊
当
初
か
ら
、
ほ
ぼ
全
て
の
記
事
で
か
ぶ
せ
見
出
し
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。

鈴
木
は
か
ぶ
せ
見
出
し
の
発
展
の
方
向
性
を
、
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
（
２６
）。

Ａ
型

見
出
し
を
〔
本
文
と
〕
別
行
と
す
る

Ｂ
型

見
出
し
の
活
字
を
大
き
く
す
る

Ｃ
型

見
出
し
に
傍
点
を
附
す

鈴
木
に
よ
れ
ば
『
東
朝
』
で
は
明
治
二
十
四
年
ご
ろ
か
ら
Ｂ
型
と
Ｃ
型
が
現
れ
、

日
清
戦
争
期
ご
ろ
か
ら
現
代
の
見
出
し
に
近
い
Ａ
Ｂ
型
（
本
文
と
は
別
行
で
、
本

文
よ
り
サ
イ
ズ
が
大
き
い
見
出
し
）
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
（
２７
）。
た
だ
し
実
際
に
は

創
刊
号
（
明
治
二
十
一
年
七
月
十
日
）
の
二
面
に
、
既
に
連
載
小
説
の
「
●
涙
」

と
い
う
見
出
し
が
Ａ
Ｂ
型
（
本
文
が
五
号
活
字
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
見
出
し
は

恐
ら
く
三
号
活
字
（
２８
））
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
Ｃ
型
の
見
出
し
も
、
創
刊
直
後
の

明
治
二
十
一
年
七
月
二
十
一
日
一
面
「
●
特
派
員
登
山
」（
磐
梯
山
噴
火
に
関
す
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る
特
設
欄
の
記
事
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

記
事
本
文
も
、
一
部
の
文
言
だ
け
活
字
を
大
き
く
す
る
と
い
う
強
調
手
法
が
採

ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
が
『
東
朝
』
で
初
め
て
現
れ
た
の
は
、

創
刊
直
後
の
明
治
二
十
一
年
七
月
二
十
二
日
一
面
の
社
告
で
あ
る
（
見
出
し
は
付

け
ら
れ
て
い
な
い
）。
磐
梯
山
噴
火
の
絵
を
付
録
と
し
て
届
け
る
こ
と
を
予
告
す

る
内
容
で
、
本
文
の
「
磐
梯
山
噴
火
」「
精
細
な
る
真
図
」「
大
真
図
」
と
い
う
箇

所
が
恐
ら
く
二
号
活
字
（
五
号
活
字
の
二
倍
の
大
き
さ
）
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
日
清
戦
争
期
に
は
、
例
え
ば
明
治
二
十
七
年
七
月
二
十
三
日
『
東
朝
』
号
外

「
●
清
韓
條
約
破
棄
の
厳
談
」
の
よ
う
に
、
記
事
本
文
の
一
部
ど
こ
ろ
か
全
て
が

見
出
し
と
同
じ
大
き
さ
（
恐
ら
く
二
号
活
字
）
が
用
い
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
も
登
場

す
る
。

記
事
本
文
の
一
部
に
傍
点
を
振
る
パ
タ
ー
ン
も
存
在
し
た
。『
東
朝
』
で
の
初

出
例
は
明
治
二
十
一
年
七
月
二
十
日
四
面
の
、
見
出
し
の
な
い
訂
正
記
事
で
あ
る
。

訂
正
前
の
「
ヒ
タ
チ
」
と
訂
正
後
の
「
タ
ヒ
チ
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
白
丸
の
傍
点
が

振
ら
れ
て
い
る
。

特
殊
な
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、
訃
報
記
事
の
見
出
し
、
も
し
く
は
記
事
全
体
を
太

い
黒
線
で
囲
む
こ
と
で
、
記
事
を
目
立
た
せ
る
と
と
も
に
弔
意
を
表
す
る
と
い
う

も
の
も
あ
っ
た
。『
東
朝
』
で
の
初
出
例
は
、
明
治
二
十
一
年
十
月
二
十
四
日
一

面
「
●
三
島
警
視
総
監
逝
去
」
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
五
段
目
（
全
六
段
）
の
端

か
ら
端
ま
で
を
占
め
て
お
り
、
太
い
黒
線
も
五
段
目
を
丸
々
囲
ん
で
い
る
。

以
上
、
本
章
で
は
日
清
戦
争
期
ま
で
に
、
段
越
え
見
出
し
以
外
の
強
調
の
パ

タ
ー
ン
が
複
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
章
で
は
、
段
越
え
見
出
し

が
初
め
て
登
場
し
た
時
期
を
特
定
す
る
。

第
二
章

段
越
え
見
出
し
の
誕
生

第
一
節

号
外
に
お
け
る
段
越
え
見
出
し
の
登
場
と
意
義

本
章
で
は
段
越
え
見
出
し
の
初
出
時
期
を
特
定
す
る
。
ま
ず
は
段
越
え
見
出
し

の
定
義
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
加
え
た
い
。
奥
は
「
記
事
そ
の
も
の
が
通
常
の

１
段
を
越
え
た
か
た
ち
で
組
ま
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
ふ
つ
う
の
見
出
し
よ
り
長
い

（
つ
ま
り
、
長
さ
だ
け
は
「
段
」
を
越
え
て
い
る
）
見
出
し
が
つ
い
て
い
る
ケ
ー

ス
は
あ
る
時
期
か
ら
か
な
り
見
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
２９
）。
本
稿
で
は
こ
う
し

た
見
出
し
を
便
宜
上
「
段
越
え
見
出
し
も
ど
き
」
と
呼
び
、
段
越
え
見
出
し
と
は

見
な
さ
な
い
こ
と
に
し
た
（
図
１
）。
段
越
え
見
出
し
は
段
の
縦
幅
が
均
一
だ
か

ら
こ
そ
、
段
数
に
よ
っ
て
記
事
の
重
要
性
を
定
量
的
に
示
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
段

の
縦
幅
そ
の
も
の
が
変
わ
る
と
定
量
的
な
指
標
と
し
て
の
側
面
を
失
う
か
ら
で
あ

る
。
同
様
に
、
写
真
や
図
表
が
縦
二
段
以
上
に
な
る
の
に
伴
っ
て
、
長
さ
が
通
常

の
一
段
分
以
上
に
な
っ
て
い
る
見
出
し
も
、
段
越
え
見
出
し
と
は
見
な
さ
な
い
。

ま
た
ど
れ
だ
け
派
手
で
あ
ろ
う
と
、
横
書
き
の
見
出
し
も
対
象
外
と
し
た
。

判
断
に
迷
う
の
が
、
題
字
と
も
み
な
せ
る
段
越
え
見
出
し
で
あ
る
。
例
え
ば

『
大
毎
』
の
場
合
、
明
治
三
十
八
年
十
月
八
日
か
ら
、
毎
週
日
曜
日
に
「
日
曜
文

壇
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
い
た
付
録
を
発
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
「
日

曜
文
壇
」
と
い
う
文
字
は
一
見
、
二
段
見
出
し
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
見
出

し
の
文
言
は
本
来
、
個
々
の
記
事
・
連
載
に
独
自
に
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
記
事
・
連
載
が
終
わ
れ
ば
原
則
と
し
て
同
じ
文
言
の
見
出
し
は
二
度
と
登
場
し

な
い
は
ず
で
あ
る
。「
日
曜
文
壇
」
は
、
毎
週
同
じ
文
言
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
連
載
と
い
う
に
は
規
模
が
大
き
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
、
題
字
と
扱
う
。
同
様
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に
、
欄
名
も
段
越
え
見
出
し
と
は
見
な
さ
な
い
。

広
告
・
社
告
に
つ
い
て
も
、
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
外
と
し
た
。

目
立
た
せ
よ
う
と
い
う
意
識
が
記
事
以
上
に
強
く
表
れ
る
、
記
事
よ

り
も
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
、
と
い
っ
た
条
件
の

違
い
が
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
定
義
を
踏
ま
え
た
上
で
、
著
者
は
各
紙
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
収
録
さ
れ
て
い
る
紙
面
の
画
像
を
、
創
刊
号
か
ら
段
越
え

見
出
し
が
初
登
場
す
る
号
ま
で
全
て
閲
覧
し
た
。
た
だ
し
号
外
は

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
多
い
と
判
断
し
、
羽

島
知
之
『「
号
外
」
明
治
史

１
８
６
８
―
１
９
１
２
』
全
三
巻
（
３０
）も

参
照
し
た
。
結
果
は
表
１
（
号
外
）
と
表
２
（
本
紙
、
詳
細
は
次

節
）
の
通
り
で
あ
る
。
各
紙
に
お
い
て
、
初
め
て
の
段
越
え
見
出
し

が
特
殊
な
例
だ
っ
た
可
能
性
も
考
慮
し
て
、
二
番
目
と
三
番
目
の
例

も
取
り
上
げ
た
。
た
だ
し
今
後
新
た
な
号
外
や
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
異
な
る
版
の
本
紙
を
発
見
し
た
結
果
、

初
出
例
が
さ
ら
に
前
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
ず
号
外
で
は
、
早
け
れ
ば
日
清
戦
争
期
に
段
越
え
見
出
し
が
登

場
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
号
外
は
、
本
紙
と
別
刷
の
新
聞
で
あ
り
、

新
聞
社
が
重
要
と
判
断
し
た
情
報
を
い
ち
早
く
読
者
に
届
け
る
た
め

に
発
行
さ
れ
る
（
３１
）。
つ
ま
り
号
外
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
基
本
的
に
、
強

調
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
記
事
で
あ
る
。
事
実
、
表
１
に
は
、
日
清

戦
争
や
日
露
戦
争
、
日
比
谷
焼
き
打
ち
事
件
と
い
っ
た
重
大
な
出
来

事
を
扱
っ
た
記
事
ば
か
り
登
場
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、

号
外
で
は
本
紙
よ
り
早
く
段
越
え
見
出
し
が
登
場
し
た
の
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
四
紙
と
も
同
じ
日
に
段
越
え
見
出
し
を
採
用
し
て
い
る
わ

【表１】号外における段越え見出しの初出例と２番目、３番目の例

見出しの上
端が位置す
る段／全体
の段数

１／２段

１／３段

１／３段

１／４段

１／２段

１／５段

１／２段

１／２段

１／６段

１／３段

１／８段

１／４段

１／４段

１／５段

掲載面／
全体の面
数

１／１面

１／１面

１／１面

１／１面

１／１面

１／２面

１／１面

１／１面

１／２面

１／１面

１／４面

１／１面

１／１面

１／２面

備考

日清戦争での戦果
を伝える速報

日露戦争での戦果
を伝える速報

日露戦争での戦果
を伝える速報

日比谷焼き討ち事
件の速報

日露戦争での戦果
を伝える速報

明治天皇の葬儀に
関する報道

日露戦争での戦果
を伝える速報

見出し

●海軍大勝利

遼陽占領

我軍全勝

我軍全勝〔第三号外、上の記事と
は別のもの〕

敵兵降伏 軍需品大収穫 捕虜続

●政府対国民の戦

●戒厳令施行

●京都は第三の露都 ▲演説会の
中止解散 ▲圓山派出所の打毀し

仁川旅順海戦詳報 帝国海軍大勝利

大日本帝国万歳 大日本海軍万歳

●御霊柩列車

●遼東攻撃戦詳報

●黒木軍の遼陽戦闘経過

●遼陽攻撃戦詳報〔上の号外とは
別のもの〕

掲載日

明治２７年９月２０日

明治３７年９月２日

明治３７年１０月１６日

明治３７年１０月１６日

明治３８年３月１２日

明治３８年９月６日

明治３８年９月７日

明治３８年９月７日

明治３７年２月１４日

明治３８年５月２９日

大正元年９月１４日

明治３７年８月３０日

明治３７年９月１３日

明治３７年９月１５日

新聞名

『東朝』

『大朝』

『東日』

『大毎』
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け
で
は
な
い
。
加
え
て
、
例
え
ば
日
露
戦
争
の
期
間
中
だ
か
ら
と
い
っ

て
毎
回
の
よ
う
に
段
越
え
見
出
し
が
採
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、

段
越
え
見
出
し
の
定
着
に
は
時
間
を
要
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
本
紙
と
の
関
連
で
興
味
深
い
の
は
、
同
じ
記
事
で
も
号
外
と
本

紙
で
扱
い
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
（
そ
も
そ
も
本
紙
に
再

録
さ
れ
な
い
号
外
記
事
も
存
在
す
る
）。
例
え
ば
明
治
三
十
七
年
九
月

二
日
『
東
朝
』
号
外
「
遼
陽
占
領
」
は
二
段
見
出
し
だ
が
、
翌
三
日
の

本
紙
一
面
で
は
一
段
見
出
し
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は

次
章
第
二
節
で
考
察
し
た
い
。

第
二
節

本
紙
に
お
け
る
段
越
え
見
出
し
の
登
場
と
意
義

本
紙
で
は
『
大
毎
』
で
明
治
三
十
七
年
、
そ
の
他
三
紙
で
明
治
四
十

年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
段
越
え
見
出
し
が
初
登
場
し
て
い
る
。
初
出
例
や
二

番
目
、
三
番
目
の
例
は
、
戦
地
レ
ポ
ー
ト
や
小
説
と
い
っ
た
連
載
記
事

が
多
い
。

特
筆
す
べ
き
は
東
西
『
朝
日
』
で
、
小
説
の
連
載
の
途
中
で
い
き
な

り
段
越
え
見
出
し
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
例
え
ば
『
大

朝
』
の
場
合
、
段
越
え
見
出
し
の
初
出
例
と
な
っ
た
の
は
明
治
三
十
九

年
一
月
十
日
九
面
「
魔
美
人
」
で
あ
る
（
図
２
）。
正
確
に
は
、
見
出

し
の
文
字
列
自
体
は
縦
一
段
程
度
の
長
さ
な
の
だ
が
、
そ
の
周
り
を
縦

二
段
の
イ
ラ
ス
ト
が
取
り
囲
ん
で
い
る
た
め
、
結
果
的
に
段
越
え
見
出

し
と
な
っ
た
。
現
代
風
に
言
え
ば
、
こ
れ
は
「
魔
美
人
」
と
い
う
連
載

小
説
に
特
有
の
「
ロ
ゴ
」
に
当
た
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
魔
美
人
」
の

連
載
自
体
は
、
二
日
前
の
八
日
に
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
時
の
見
出
し

は
一
段
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
段
越
え
見
出
し
が
登
場
し
た
翌
日
の
十
一

明治３８年１月３日『東日』１面には、右下に「大日本帝国万歳」という４段見出しのような文字が見える。し
かし同じ面の左下にも「大日本陸海軍万歳」という４段見出しのような文字が見える。従ってこれらは見出し
ではなく左右対称の装飾と判断した。

【表２】本紙における段越え見出しの初出例と２番目、３番目の例

見出しの上
端が位置す
る段／全体
の段数

１／７段

１／７段

１／７段

１／７段

１／７段

１／７段

１／７段

１／７段

１／７段

１／６段

１／６段

１／６段

掲載面／
全体の面
数

５／８面

５／８面

５／８面

９／１０面

９／１０面

９／１０面

７／８面

７／８面

７／８面

５／１２面

５／１２面

７／１６面

備考

夏目漱石「虞美人
草」の連載。１０月
２８日 が「十 九 の
三」となっている
のは「十九の二」
の誤りか

懸賞小説の連載

ノンフィクション
の連載

東京勧業博覧会の
特集記事

荒川の洪水の特集
記事

日露戦争の旅順戦
のレポート

見出し

虞美人草（十九の一）（第百二十
五回） 漱石

虞美人草（十九の三）（第百二十
六回） 漱石

虞美人草（十九の三）（第百二十
七回） 漱石

魔美人

魔美人

●世界の大宝庫（一）

昨日の東京勧業博覧会

稀有の大洪水詳報

●五十年目の大洪水 東京市の水攻

●旅順攻撃戦詳報

●旅順攻撃戦詳報（其二）

●旅順攻撃戦詳報（其三）

掲載日

明治４０年１０月２７日

明治４０年１０月２８日

明治４０年１０月２９日

明治３９年１月１０日

明治３９年１月１３日

明治４０年９月３０日

明治４０年３月２１日

明治４０年８月２６日

明治４０年８月２７日

明治３７年１０月１０日

明治３７年１０月１７日

明治３７年１１月３日

新聞名

『東朝』

『大朝』

『東日』

『大毎』
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日
に
は
、
再
び
「
魔
美

人
」
の
見
出
し
が
一
段
に

な
っ
て
い
る
。
な
お
十
三

日
に
も
「
魔
美
人
」
が
段

越
え
見
出
し
に
な
っ
て
い

る
が
、
十
日
と
は
異
な
り
、

通
常
の
二
段
見
出
し
の
右

に
縦
二
段
の
挿
絵
が
置
か

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
連
載

の
途
中
で
「
ロ
ゴ
」
が
頻

繁
に
変
更
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

な
お
『
大
朝
』
本
紙
に

お
け
る
「
魔
美
人
」
の
次

の
段
越
え
見
出
し
と
な
っ

た
の
が
、
明
治
四
十
年
九

月
三
十
日
九
面
「
●
世
界

の
大
宝
庫
」
だ
っ
た
。
こ
の
連
載
は
、
同
年
十
一
月
二
十
日
の
最
終
回
ま
で
、
終

始
同
じ
形
の
二
段
見
出
し
（
両
脇
に
罫
線
が
引
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
ロ
ゴ
と

い
え
る
ほ
ど
の
挿
絵
は
な
い
）
を
保
っ
た
。
内
容
は
、
カ
ナ
ダ
の
ハ
イ
ダ
グ
ワ
イ

と
い
う
諸
島
で
銅
山
を
発
見
し
た
、
池
田
有
親
の
足
跡
を
た
ど
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
（
３２
）。

『
大
毎
』
の
場
合
、
初
出
例
は
明
治
三
十
七
年
十
月
十
日
「
旅
順
攻
撃
戦
詳

報
」
と
い
う
、
日
露
戦
争
の
戦
地
レ
ポ
ー
ト
だ
っ
た
。
一
見
、
日
露
戦
争
と
い
う

テ
ー
マ
の
重
大
性
に
鑑
み
て
見
出
し
が
段
を
越
え
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
も
し

本
当
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、『
大
毎
』
本
紙
の
他
の
日
露
戦
争
関
連
記
事
で
も
、

頻
繁
に
段
越
え
見
出
し
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
し
か
し
実
際
に

は
明
治
三
十
七
、
三
十
八
年
の
『
大
毎
』
本
紙
で
、「
旅
順
攻
撃
戦
詳
報
」
の
連

載
以
外
に
段
越
え
見
出
し
が
用
い
ら
れ
る
記
事
は
、
日
露
戦
争
関
連
で
は
二
つ
し

か
存
在
し
な
い
（
３３
）。
明
治
三
十
八
年
五
月
三
十
日
二
面
「
●
大
海
戦
公
報

敵
艦
全

滅
」
と
、
翌
三
十
一
日
二
面
「
●
大
海
戦
公
報
（
其
二
）」
で
あ
る
。

最
後
に
、『
東
日
』
で
の
初
出
例
は
イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
だ
っ
た
。『
大
毎
』
で

の
初
出
例
だ
っ
た
「
旅
順
攻
撃
戦
詳
報
」
も
、
テ
ー
マ
は
日
露
戦
争
と
は
い
え
、

速
報
と
い
う
よ
り
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
連
載
で
あ
る
。
つ
ま
り
四
紙
の
初
出

例
は
、
い
ず
れ
も
政
治
や
軍
事
、
経
済
と
い
っ
た
硬
い
話
題
と
は
関
係
が
薄
い
と

い
え
る
。
こ
れ
ら
は
次
章
第
一
節
で
説
明
す
る
言
葉
を
先
ん
じ
て
使
え
ば
「
軟

派
」
記
事
に
当
た
る
。

以
上
、
本
章
で
は
東
西
『
朝
日
』
と
東
西
『
毎
日
』
を
対
象
に
、
段
越
え
見
出

し
の
初
出
例
の
特
定
を
試
み
た
。
創
刊
号
か
ら
可
能
な
限
り
全
て
の
本
紙
を
閲
覧

し
、
西
田
や
鈴
木
、
奥
と
い
っ
た
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
た
よ
り
前
の
時
期
に
、

段
越
え
見
出
し
が
登
場
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
実
際
の
初
出
例
を
詳
し
く

見
て
い
く
と
、
号
外
は
ま
だ
し
も
、
本
紙
で
は
本
当
に
段
越
え
見
出
し
が
ニ
ュ
ー

ス
の
重
要
性
を
表
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
、
疑
わ
し
い
結
果
と
な
っ
た
。

そ
れ
で
は
段
越
え
見
出
し
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
で
導
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
。

次
章
で
は
こ
の
疑
問
に
対
す
る
回
答
を
い
く
つ
か
提
示
し
た
い
。

【図２】明治３９年１月１０日『大朝』９面「魔美人」
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第
三
章

初
登
場
以
降
の
段
越
え
見
出
し

第
一
節

硬
派
と
軟
派
と
い
う
記
事
の
分
類

本
章
で
は
、
段
越
え
見
出
し
が
導
入
さ
れ
た
事
情
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
本
節

で
は
見
出
し
の
話
に
入
る
前
に
、
明
治
大
正
期
に
お
い
て
新
聞
記
事
が
ど
の
よ
う

に
分
類
さ
れ
て
い
た
の
か
を
、
同
時
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
一
般
向
け
書

籍
か
ら
確
認
し
た
い
。
ま
ず
は
杉
村
楚
人
冠
に
よ
る
、
記
事
の
分
類
の
説
明
を
引

用
す
る
。

今
日
〔
同
書
の
発
行
は
大
正
四
年
〕
で
は
余
り
使
は
ぬ
言
葉
で
あ
る
が
、
今

ま
で
よ
く
『
硬
派
』『
軟
派
』
と
い
ふ
別
を
記
事
の
上
に
も
部
属
の
上
に
も

立
て
た
。『
軟
派
』
と
い
は
る
ゝ
の
が
、
一
種
の
侮
辱
を
感
ず
る
や
う
に
思

つ
て
、『
軟
派
』
記
者
自
ら
社
会
部
記
者
と
名
を
改
む
る
に
至
つ
た
為
に
、

自
然
『
硬
派
』
と
い
ふ
名
も
段
々
に
用
ゐ
ら
れ
な
く
な
つ
た
が
、『
硬
派
』

と
は
、
政
治
経
済
学
芸
宗
教
に
関
す
る
記
事
を
い
ひ
、
こ
れ
ら
の
記
事
の
扱

は
る
ゝ
政
治
部
経
済
部
外
報
部
な
ど
の
記
者
を
『
硬
派
』
記
者
と
称
し
、

『
軟
派
』
と
は
、
冠
婚
葬
祭
犯
罪
災
異
等
の
市
井
に
関
す
る
記
事
及
文
芸
演

芸
に
関
す
る
事
項
を
一
括
し
た
も
の
（
３４
）

こ
の
よ
う
に
新
聞
記
事
は
、
主
に
政
治
経
済
面
に
当
た
る
硬
派
と
、
主
に
社
会
面

に
当
た
る
軟
派
に
大
別
さ
れ
、
軟
派
は
一
段
低
く
見
ら
れ
て
い
た
。

続
い
て
、
記
事
の
種
類
と
掲
載
面
の
関
係
に
つ
い
て
、
後
藤
武
男
の
説
明
を
引

く
。

今
日
〔
同
書
の
発
行
は
昭
和
元
年
〕
の
我
邦
の
新
聞
紙
の
多
数
は
、
第
一
面

を
広
告
面
と
し
、
第
二
面
を
外
国
電
報
又
は
国
内
に
於
け
る
政
治
上
の
ニ

ユ
ー
ス
を
入
れ
、
第
三
面
に
社
説
そ
の
他
の
読
物
及
び
記
事
を
配
列
し
第
四

面
を
経
済
、
金
融
に
関
す
る
ニ
ユ
ー
ス
を
掲
載
し
、
第
七
面
に
於
て
社
会
生

活
に
於
て
最
も
重
大
な
ニ
ユ
ー
ス
其
他
の
ニ
ユ
ー
ス
が
最
も
感
覚
的
に
配
列

さ
れ
て
居
て
、
第
二
、
三
、
四
面
な
ど
ゝ
は
全
く
別
世
界
の
観
を
な
し
て
る
（
３５
）

〔
中
略
〕
我
邦
で
は
第
一
頁
は
広
告
面
（
大
阪
毎
日
及
び
大
阪
朝
日
は
第
一

頁
に
重
要
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
欧
米
の
諸
新
聞
紙
の
如
く
で
あ
る
）
に
あ

て
第
二
、
第
三
の
各
頁
を
政
治
、
外
交
、
経
済
、
文
芸
、
社
会
の
各
部
の
割

拠
的
編
集
を
行
つ
て
居
る
、
そ
こ
で
第
二
頁
の
先
づ
頭
の
方
に
は
、
自
ら
そ

の
日
の
最
も
重
大
な
ニ
ユ
ー
ス
が
配
さ
れ
て
、
読
者
の
注
意
を
惹
く
や
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
３６
）

硬
派
な
記
事
は
重
要
と
み
な
さ
れ
、
紙
面
の
前
の
方
に
掲
載
さ
れ
た
一
方
、
軟
派

な
記
事
は
後
ろ
の
方
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
記
事
の
種
類
と
記
事
の
デ
ザ
イ
ン
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
た
の

か
。
小
野
秀
雄
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

小
野
瀬
不
二
人
が
〔
恐
ら
く
大
正
二
年
ご
ろ
（
３７
）〕
東
京
毎
夕
に
於
て
創
始
し
た

る
米
国
式
の
編
集
は
各
紙
に
流
行
し
て
、
政
治
経
済
面
が
英
国
風
に
ジ
ミ
な

る
に
対
し
、
社
会
面
は
三
段
抜
見
出
し
又
は
大
活
字
を
乱
用
し
、
日
々
写
真

版
を
掲
載
し
て
全
く
別
紙
の
感
が
あ
つ
た
（
３８
）

段
越
え
見
出
し
は
大
正
初
期
の
時
点
で
、
主
に
「
軟
派
」
な
社
会
面
で
用
い
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

大
正
中
期
以
降
の
社
会
面
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
伊
藤
正
徳
の
説
明
を
引
用
し
よ

う
。

社
会
面
は
漸
く
「
三
面
記
事
」
の
異
名
か
ら
脱
出
し
、
紳
士
淑
女
の
見
る
べ

か
ら
ざ
る
所
で
あ
つ
た
此
の
紙
面
が
、
社
会
の
上
下
を
通
じ
て
一
般
に
必
ず

眼
を
通
す
面
と
な
り
、
販
売
政
策
の
上
か
ら
も
、
社
会
部
の
紙
面
が
最
も
重
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要
な
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
つ
た
（
３９
）

こ
の
よ
う
に
大
正
中
期
以
降
、
社
会
面
の
地
位
は
向
上
し
た
と
い
う
見
方
が
存

在
す
る
。
一
方
、
千
葉
亀
雄
は
大
正
十
四
年
の
時
点
で
、
次
の
よ
う
な
認
識
を
示

し
て
い
る
。

日
本
の
新
聞
に
は
、
同
じ
日
、
同
じ
処
に
起
つ
た
事
件
が
、
強
い
て
、
政
治

面
と
社
会
面
に
向
つ
て
分
割
さ
れ
る
。
た
と
へ
ば
議
会
の
代
議
士
が
あ
ば
れ

た
と
な
る
と
、
あ
ば
れ
る
に
至
つ
た
経
路
は
、
政
治
面
で
取
り
扱
ひ
、
あ
ば

れ
た
実
況
は
、
社
会
面
で
取
り
扱
う
〔
中
略
〕
な
ぜ
、
い
つ
ま
で
も
、
こ
の

社
会
、
政
治
、
経
済
の
欄
を
必
死
に
固
守
す
る
か
。
そ
れ
は
思
う
に
こ
う
云

う
わ
け
だ
。
つ
ま
り
日
本
の
こ
れ
ま
で
の
政
治
歴
史
が
、
政
治
、
経
済
と
云

う
も
の
を
、
非
常
に
高
い
も
の
と
思
わ
せ
、
社
会
部
記
事
を
、
く
だ
ら
な
い

民
衆
の
一
些
事
だ
と
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
（
４０
）

千
葉
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
大
正
末
期
に
も
依
然
と
し
て
社
会
面
を
下
に
見
る
風
潮

が
続
い
て
い
た
。

以
上
よ
り
、
遅
く
と
も
明
治
後
期
に
は
硬
派
・
軟
派
と
い
う
概
念
が
広
く
浸
透

し
て
い
た
。
硬
派
の
記
事
は
前
の
方
の
面
に
、
軟
派
の
記
事
は
後
ろ
の
方
の
面
に

掲
載
さ
れ
て
い
た
。
次
節
で
は
、
記
事
の
硬
軟
と
段
越
え
見
出
し
と
の
関
係
性
に

つ
い
て
考
察
し
た
い
。

第
二
節

記
事
の
硬
軟
と
段
越
え
見
出
し
と
の
関
連
性

明
治
―
昭
和
初
期
の
知
識
人
の
間
で
は
、
読
売
瓦
版
―
錦
絵
新
聞
―
小
新
聞
と

い
っ
た
系
譜
の
大
衆
紙
を
、
扇
情
的
な
イ
エ
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び
付

け
て
否
定
的
に
見
る
論
調
が
存
在
し
た
（
４１
）。
日
本
に
お
け
る
本
格
的
な
イ
エ
ロ
ー
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
先
駆
と
評
さ
れ
る
の
が
『
東
京
毎
夕
新
聞
（
毎
夕
）』
で
あ

る
（
４２
）。『

毎
夕
』
は
大
正
二
年
七
月
か
ら
、
時
に
は
縦
七
段
に
も
及
ぶ
派
手
な
見
出

し
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
４３
）。
も
ち
ろ
ん
、
今
回
主
に
対
象
と
し
た

新
聞
で
は
、
こ
こ
ま
で
派
手
な
見
出
し
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
二
段
以

上
の
見
出
し
は
全
て
、
従
来
の
一
段
見
出
し
に
比
べ
て
目
立
つ
と
い
う
理
由
で
、

蔑
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
前
節
で
引
い
た
小
野
の
説
明
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
硬
派
な
記
事
は

『
毎
夕
』
の
手
法
が
他
紙
に
波
及
し
た
後
も
「
ジ
ミ
」
な
デ
ザ
イ
ン
を
維
持
し
て

い
た
。
一
方
で
軟
派
な
面
は
そ
も
そ
も
重
要
性
が
低
い
と
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て

軟
派
面
の
編
集
者
は
、
読
者
に
よ
り
強
い
印
象
を
与
え
よ
う
と
い
う
意
識
の
下
、

段
越
え
見
出
し
を
積
極
的
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
こ
で
気
に
な
る
の
が
、
表
１
で
見
た
よ
う
に
、
号
外
に
お
け
る
段
越
え
見
出

し
の
初
期
用
例
は
戦
争
の
記
事
ば
か
り
だ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
戦
争
記
事
は

政
治
や
経
済
な
ど
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
硬
派
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
従
っ
て
号
外
に
お
け
る
段
越
え
見
出
し
の
初
出
例
は
、
軟
派
に
お
い
て

段
越
え
見
出
し
が
先
行
し
た
と
い
う
論
の
反
証
に
な
り
得
る
。
し
か
し
前
節
で
引

用
し
た
千
葉
の
言
葉
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
同
じ
事
件
が
政
治
経
済
面
と
社
会

面
で
別
々
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
な
ど
、
実
際
に
は
硬
軟
の
違
い
は
曖

昧
だ
っ
た
。
例
え
ば
表
１
で
も
紹
介
し
た
、
明
治
三
十
七
年
九
月
二
日
『
東
朝
』

号
外
「
遼
陽
占
領
」
は
、
勝
利
の
女
神
の
よ
う
な
挿
絵
と
一
体
化
し
た
段
越
え
見

出
し
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
華
美
な
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
戦
勝
を
お
祭
り

の
よ
う
に
、
つ
ま
り
軟
派
な
話
題
と
し
て
捉
え
る
意
識
も
表
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

新
聞
製
作
を
支
え
る
技
術
の
観
点
か
ら
も
、
段
越
え
見
出
し
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
（
４４
）。
近
代
日
本
の
新
聞
は
基
本
的
に
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
載
せ
る
た
め
に
、

紙
面
の
段
数
を
増
や
し
て
本
文
の
活
字
を
小
さ
く
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
紙
の
大

き
さ
は
変
わ
ら
な
い
と
す
る
と
、
必
然
的
に
、
一
段
当
た
り
の
縦
の
長
さ
は
短
く

な
っ
て
い
く
。
並
行
し
て
、
見
出
し
で
は
記
事
を
目
立
た
せ
る
た
め
に
、
多
少
本
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文
の
分
量
を
削
っ
て
で
も
、
大
き
な
活
字
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
縦
一
段

の
ス
ペ
ー
ス
の
中
に
、
大
き
な
活
字
の
見
出
し
を
収
め
よ
う
と
思
う
と
、
見
出
し

の
行
数
は
長
く
な
る
。
鈴
木
も
、
Ａ
Ｂ
型
の
見
出
し
（
本
文
と
は
別
行
で
、
本
文

よ
り
大
き
な
見
出
し
）
が
主
流
に
な
る
に
従
っ
て
、
日
清
戦
争
期
に
五
行
に
も
及

ぶ
一
段
見
出
し
が
登
場
し
た
こ
と
を
指
摘
し
「
段
抜
き
の
見
出
し
が
出
現
す
る
の

は
、
時
間
の
問
題
」
と
述
べ
て
い
る
（
４５
）。

段
越
え
見
出
し
を
用
い
る
と
、
段
を
越
え
て
い
な
い
見
出
し
に
比
べ
て
、
同
じ

文
字
数
・
号
数
で
も
行
数
を
減
ら
せ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
見
出
し
の
行
数
を

減
ら
せ
る
こ
と
が
段
越
え
見
出
し
の
利
点
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
事
実
、
段
越
え
見
出
し
が
定
着
し
た
後
も
、
三
行
以
上
に
及
ぶ
段
越

え
見
出
し
は
決
し
て
珍
し
く
な
か
っ
た
（
４６
）。
む
し
ろ
見
出
し
に
文
字
数
を
多
く
費
や

せ
る
こ
と
が
、
段
越
え
見
出
し
の
利
点
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

見
出
し
の
文
字
数
が
増
え
る
恩
恵
を
被
っ
た
の
は
、
憶
測
の
域
を
出
な
い
も
の

の
、
硬
派
よ
り
も
軟
派
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
硬
派
な
記
事
は
見
出
し
で
事
実

を
端
的
に
伝
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
軟
派
な
記
事
は
扱
う
テ
ー
マ
の
上

で
も
読
者
の
興
味
を
引
く
上
で
も
、
見
出
し
の
文
言
を
凝
る
必
要
性
が
高
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

続
い
て
、
記
事
の
硬
軟
と
は
直
接
関
係
し
な
い
観
点
か
ら
、
段
越
え
見
出
し
に

つ
い
て
考
察
し
た
い
。
再
び
技
術
面
に
着
目
す
る
と
、
段
越
え
見
出
し
の
挿
入
は
、

中
段
罫
（
段
と
段
の
間
に
引
か
れ
る
横
の
罫
線
で
、
こ
れ
と
段
越
え
見
出
し
が
重

な
る
こ
と
は
な
い
）
の
長
さ
の
変
更
を
伴
う
。
二
段
以
上
の
挿
絵
や
図
表
な
ど
の

挿
入
と
異
な
り
、
記
事
の
位
置
に
も
気
を
配
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
た
め
、
面
倒

な
作
業
で
あ
る
。
段
越
え
見
出
し
が
初
め
て
登
場
し
て
か
ら
定
着
す
る
ま
で
に
時

間
を
要
し
た
の
も
、
中
段
罫
の
長
さ
を
変
更
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
立
が
難
し
か
っ

た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
扱
っ
た
四
紙
で
は
時
折
、
通
常
よ
り
横
長
の
紙
を
用
い
た
縦
一
段
の
号
外

が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
段
越
え
見
出
し
を
採
用
す
る
か
ど
う
か
判
断
す

る
手
間
を
省
く
た
め
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
号
外
は
本
紙
に
比

べ
て
少
な
い
分
量
で
も
成
立
す
る
た
め
、
本
紙
ほ
ど
段
越
え
見
出
し
の
導
入
が
面

倒
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
前
章
第
二
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
号
外
で
は
段
越
え

な
の
に
本
紙
で
は
そ
う
で
な
い
記
事
が
存
在
し
た
こ
と
も
、
号
外
の
方
が
段
越
え

見
出
し
の
導
入
が
容
易
だ
っ
た
こ
と
の
傍
証
と
な
り
得
る
。

さ
ら
に
号
外
は
速
報
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
は
い
え
、
扱
う
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は

事
前
に
準
備
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
。
例
え
ば
明
治
三
十
七
年
九
月
二
日
『
東

朝
』
号
外
「
遼
陽
占
領
」
で
挿
絵
を
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
速
報
が
飛

び
込
む
よ
り
前
に
、
遼
陽
占
領
を
見
込
ん
で
紙
面
の
制
作
を
進
め
て
い
た
か
ら
だ

ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
技
術
的
要
因
も
、
本
紙
よ
り
号
外
で
段
越
え
見
出
し
が
先

行
し
た
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
東
西
『
朝
日
』
に
お
け
る
段
越
え
見
出
し
の
初
出
例
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
挿
絵
を
伴
う
段
越
え
見
出
し
も
存
在
し
た
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
見

出
し
と
一
体
化
し
て
い
な
い
普
通
の
挿
絵
は
、
段
越
え
見
出
し
の
登
場
よ
り
は
る

か
前
か
ら
、
頻
繁
に
段
を
越
え
て
い
た
。
例
え
ば
『
東
朝
』
な
ら
明
治
二
十
一
年

七
月
十
日
の
創
刊
号
二
面
「
涙
」
で
、
早
く
も
縦
二
段
以
上
三
段
以
下
の
挿
絵
が

見
ら
れ
る
。

前
章
第
二
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
挿
絵
と
見
出
し
が
一
体
化
し
た
「
ロ
ゴ
」

は
、
連
載
の
途
中
で
あ
っ
て
も
頻
繁
に
変
更
さ
れ
て
い
た
。
段
越
え
見
出
し
は

「
ロ
ゴ
」
を
試
行
錯
誤
す
る
中
で
偶
然
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
初
め
か
ら
「
段
を

越
え
る＝
記
事
の
重
要
性
を
強
調
す
る
」
と
い
っ
た
意
図
で
用
い
ら
れ
た
わ
け
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
元
々
段
を
越
え
や
す
い
性
質
を
持
っ
て
い
た
挿
絵
に

便
乗
す
る
形
で
、
見
出
し
も
同
時
に
段
を
越
え
た
の
だ
と
い
え
る
。
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以
上
、
本
章
で
は
、
硬
派
と
軟
派
と
い
う
記
事
の
分
類
を
確
認
し
た
後
に
、
段

越
え
見
出
し
が
ど
の
よ
う
な
事
情
で
導
入
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
現

時
点
で
考
え
ら
れ
る
可
能
性
を
再
度
列
挙
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

�

段
越
え
見
出
し
は
、
元
々
派
手
と
み
な
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
硬
派
で

は
忌
避
さ
れ
た
。
一
方
、
軽
視
さ
れ
て
い
た
軟
派
で
は
記
事
を
目
立
た
せ
る

手
段
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
。

�

見
出
し
の
段
数
が
増
え
る
ほ
ど
、
見
出
し
に
費
や
せ
る
文
字
数
も
増
え
る
。

軟
派
で
は
記
事
の
性
質
上
、
見
出
し
の
文
言
を
凝
る
場
合
が
多
く
、
段
越
え

見
出
し
に
親
和
的
だ
っ
た
。

�

段
越
え
見
出
し
の
挿
入
は
面
倒
な
作
業
で
あ
っ
た
た
め
、
導
入
か
ら
定
着
ま

で
時
間
を
要
し
た
。
号
外
で
段
越
え
見
出
し
が
先
行
し
た
の
は
、
本
紙
ほ
ど

挿
入
の
手
間
が
か
か
ら
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

�

見
出
し
は
、
元
々
段
を
越
え
る
場
合
も
多
か
っ
た
挿
絵
と
共
に
「
ロ
ゴ
」
の

よ
う
な
形
で
、
初
め
て
段
越
え
を
果
た
す
場
合
も
あ
っ
た
。「
ロ
ゴ
」
が
段

を
越
え
る
と
い
う
現
象
は
、
記
事
を
強
調
す
る
た
め
と
い
う
よ
り
、
試
行
錯

誤
の
過
程
で
偶
然
生
じ
た
と
い
え
る
。

以
上
の
四
点
を
一
言
で
ま
と
め
る
と
、
段
越
え
見
出
し
は
、
送
り
手
側
の
や
む

を
得
な
い
事
情
や
偶
然
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、

重
要
な
記
事
だ
か
ら
見
出
し
が
段
を
越
え
た
、
と
い
っ
た
先
行
研
究
の
主
張
を
鵜

呑
み
に
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

第
四
章

新
聞
デ
ザ
イ
ン
史
研
究
の
応
用
可
能
性

第
一
節

新
聞
の
記
事
数
か
ら
見
る
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

前
章
ま
で
は
段
越
え
見
出
し
を
例
に
、
新
聞
デ
ザ
イ
ン
史
研
究
そ
の
も
の
が
秘

め
る
可
能
性
を
提
示
し
て
き
た
。
続
い
て
新
聞
デ
ザ
イ
ン
史
研
究
を
、
他
の
歴
史

研
究
に
応
用
で
き
る
可
能
性
を
示
し
た
い
（
４７
）。
本
章
で
は
例
と
し
て
、
一
九
一
八
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
扱
う
。

一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
主
題
と
す
る
包
括
的
な
歴
史
研
究
は
、
日
本
で

は
速
水
融
『
日
本
を
襲
っ
た
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
―
―
人
類
と
ウ
イ
ル

ス
の
第
一
次
世
界
戦
争
（
４８
）』
が
ほ
と
ん
ど
唯
一
で
あ
る
（
４９
）。
こ
の
よ
う
な
研
究
の
少
な

さ
と
犠
牲
者
数
の
多
さ
（
５０
）の
ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
、
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
「
忘

れ
ら
れ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
５１
）」
な
ど
と
評
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
一
八
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
本
当
に
「
忘
れ
ら
れ
た
」
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
流
行
当
時
か

ら
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

本
章
で
は
、
大
正
七
―
九
年
に
出
さ
れ
た
新
聞
記
事
の
う
ち
、
一
九
一
八
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
も
の
を
分
析
す
る
。
対
象
紙
は
、
当
時
一
流
紙
と
さ
れ
て

い
た
『
東
朝
』
と
、
二
流
紙
と
さ
れ
て
い
た
『
読
売
』
で
あ
る
（
５２
）。

初
め
に
『
東
朝
』
と
『
読
売
』
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
、
一
九
一
八
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
記
事
を
検
索
し
（
５３
）、
月
別
に
記
事
数
を
算
出
し
た
。
さ
ら
に
、

一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
死
亡
し
た
と
推
定
さ
れ
る
人
数
も
、
月
別
に
算
出

し
た
。
両
者
の
グ
ラ
フ
を
重
ね
合
わ
せ
た
結
果
、
流
行
の
三
つ
の
ピ
ー
ク
の
時
期

と
、
記
事
数
の
三
つ
の
ピ
ー
ク
の
時
期
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
図

３
）。『
東
朝
』
と
『
読
売
』
は
、
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
記
事
を
多
数
、
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流
行
の
ピ
ー
ク
時
に
公
開
し
て
い
た
と
い
え
る
。

以
上
よ
り
、
新
聞
で
は
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
重
点
的
に
報
道
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
る
。
し
か
し
、
記
事
の
数
が
少
な
い
と
し
て

も
、
仮
に
個
々
の
記
事
の
扱
い
が
大
き
け
れ
ば
、
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

重
視
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
残
る
。
そ
こ
で
、
次
に
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

関
連
記
事
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
（
５４
）。

第
二
節

新
聞
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
見
る
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ど
の
面
に
ど
の
記
事
を
載
せ
る
の
か
と
い
う
点
も
、
新
聞
デ
ザ
イ
ン
の
一
部
で

あ
る
。
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
記
事
が
主
に
何
面
に
掲
載
さ
れ
た
の
か

を
調
査
す
る
と
、
海
外
で
の
流
行
を
伝
え
る
記
事
は
主
に
二
、
三
面
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
も
の
の
、
最
も
数
が
多
い
国
内
で
の
流
行
を
伝
え
る
記
事
は
主
に
四
、
五

面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
４
）。
こ
の
四
、
五
面
こ
そ
が
、
前
章
で
「
軟
派
」

と
し
て
軽
視
さ
れ
て
い
た
、
社
会
面
な
の
で
あ
る
。
正
確
に
は
『
読
売
』
の
四
面

は
婦
人
面
に
相
当
す
る
も
の
の
、
扱
い
は
社
会
面
よ
り
も
さ
ら
に
低
か
っ
た
と
さ

れ
る
（
５５
）。

一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
記
事
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
も
考
察
し
た

い
。
流
行
初
期
に
当
た
る
大
正
七
年
十
二
月
十
八
日
『
東
朝
』
五
面
「
●
感
冒
再

び
猖
獗
」（
図
５
）
は
二
段
見
出
し
で
あ
り
、
こ
の
頃
の
『
東
朝
』
と
し
て
は
最

も
段
数
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
同
じ
段
に
は
他
に
も
二
段
見
出
し
が
三

つ
存
在
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
●
感
冒
再
び
猖
獗
」
よ
り
上
に
一
段
見
出
し
の
記

事
も
存
在
し
て
い
る
。
現
代
の
新
聞
で
あ
れ
ば
、
あ
る
記
事
よ
り
も
見
出
し
の
段

数
の
少
な
い
記
事
が
上
に
来
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
る
上
、
同
じ
段
数
の
見
出
し
が

並
列
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
紙
面

で
は
、
現
代
の
新
聞
ほ
ど
厳
密
に
記
事
の
重
要
度
が
定
量
化
さ
れ
て
い
る
と
は
言

【図３】１９１８インフルエンザ関連記事数と、１９１８インフルエンザによる死亡者数の推移

全国の死亡者数は、平常年の死亡者数を参考にした「超過死亡」という概念を用いて算出した。具体
的な算出方法は、以下の通りである（特記なき限りは速水前掲書、２３６－２３９頁に基づく）。まずは１９１８イ
ンフルエンザが流行していない大正５年１０月～大正６年５月、大正６年１０月～大正７年５月、大正９年
１０月～大正１０年５月の各月について、統計局編『日本帝国死因統計』を基に死亡者数を把握する。次に
各年の１０月から翌年５月までについて、同じ月の死亡者数を合算して３で割った値を平常年の死亡水準
とみなす。最後に大正７年１０月～大正８年５月の死亡者数と、大正８年１２月～大正９年５月の死亡者数
について、それぞれ平常年の死亡水準との差を取る。なお死亡者数を算出する上で、速水は死因を呼吸
器系疾患や「不明」のみに絞っている。しかし高山幸男「日本における超過死亡によるスペインかぜ再
考」（『日本臨床内科医会会誌』２３巻５号、２００９年、５９４－６００頁）では、心不全などもインフルエンザか
ら引き起こされ得るとして、全ての死因を対象とした死亡者数を速水と同様の方法で算出している。本
稿でも高山に倣い、全ての死因を対象に死亡者数を算出した。
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い
難
い
。
二
段
見
出
し
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
以
て
、
こ
の
記
事
が
重

視
さ
れ
て
い
た
と
は
断
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
全
く
重
視
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
記
事
に
関
し
て
は
、
前

章
の
第
二
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
見
出
し
の
文
字
数
を
確
保
す
る
た
め
に
二
段

見
出
し
と
い
う
形
式
を
採
っ
た
と
い
う
側
面
も
大
き
い
だ
ろ
う
。

流
行
末
期
に
当
た
る
大
正
九
年
一
月
十
一
日
『
東
朝
』
五
面
の
ト
ッ
プ
に
当
た

る
「
こ
の
恐
し
き
死
亡
率
を
見
よ

流
感
の
恐
怖
時
代
襲
来
す
」
は
縦
三
段
と
、

当
時
と
し
て
は
最
大
級
と
思
わ
れ
る
見
出
し
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
本
文
中
で
は

感
嘆
符
を
用
い
る
な
ど
し
て
、
流
行
拡
大
へ
の
危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。

感
染
対
策
の
た
め
に
マ
ス
ク
を
付
け
る
人
を
写
し
た
「
口
覆
を
つ
け
て
」
と
い
う
、

目
を
引
く
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
比
較
的
大
き
な
扱
い
の
記
事
だ
と

い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
と
同
等
か
そ
れ
以
上
に
扱
い
が
大
き
い
一
九
一
八
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
記
事
は
『
東
朝
』
に
も
『
読
売
』
に
も
存
在
し
な
い
。
さ
ら

に
、
こ
の
記
事
の
よ
う
な
「
段
越
え
見
出
し
＋
写
真
」
と
い
う
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、

あ
く
ま
で
当
時
の
『
東
朝
』
の
五
面
と
し
て
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
テ
ク

ス
ト
だ
け
で
な
く
デ
ザ
イ
ン
面
か
ら
も
、
こ
の
記
事
は
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
恐
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
証
拠
と
し
て
は
弱
い
と
い
え
よ
う
。

そ
も
そ
も
前
節
で
見
た
図
３
も
見
方
に
よ
っ
て
は
、
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
が
落
ち
着
い
て
い
た
時
期
に
、
流
行
再
拡
大
へ
の
警
戒
を
呼
び
掛
け
る

よ
う
な
記
事
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
東
朝
』
と

『
読
売
』
は
、
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、
熱
心
と
い
う
よ
り
は
む

し
ろ
場
当
た
り
的
に
報
道
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
本
来
は
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
記
事
の
内
容
に
つ
い
て
も
触

れ
る
べ
き
だ
が
、
紙
幅
の
都
合
で
詳
し
く
扱
え
な
か
っ
た
。
全
体
的
に
は
、
流
行

状
況
を
正
確
に
と
ら
え
て
い
る
記
事
と
そ
う
で
な
い
記
事
が
あ
り
、
一
九
一
八
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
一
貫
し
た
報
道
姿
勢
は
う
か
が
え
な
か
っ
た
。

以
上
、
本
章
で
は
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
例
に
、
新
聞
デ
ザ
イ
ン
史
研

究
の
応
用
可
能
性
を
提
示
し
た
。
新
聞
報
道
を
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
記
事
数
（
や

記
事
本
文
）
か
ら
分
析
す
る
だ
け
で
は
、
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
ど
れ
だ

け
重
視
さ
れ
て
い
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
新
聞
報
道
を
デ
ザ
イ
ン
と
い

う
観
点
か
ら
分
析
す
る
と
、
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
説
を
補
強
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

お
わ
り
に
―
―
今
後
の
課
題

本
稿
は
、
新
聞
デ
ザ
イ
ン
史
研
究
を
進
め
る
上
で
の
出
発
点
と
し
て
、
段
越
え

見
出
し
に
着
目
し
た
。
第
一
章
で
見
出
し
の
略
史
や
先
行
研
究
を
押
さ
え
た
後
、

第
二
章
で
は
『
東
朝
』『
大
朝
』『
東
日
』『
大
毎
』
の
四
紙
を
対
象
と
し
て
、
段

越
え
見
出
し
の
初
出
時
期
の
特
定
を
試
み
た
。
結
果
、
通
説
で
指
摘
さ
れ
て
い
た

よ
り
も
早
い
時
期
に
、
段
越
え
見
出
し
が
登
場
し
て
い
た
こ
と
を
実
証
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
第
三
章
で
は
、
初
期
の
段
越
え
見
出
し
は
送
り
手
に
記
事
の
重
要
性

を
示
す
た
め
と
い
う
よ
り
、
字
数
の
調
整
や
技
術
的
制
約
と
い
っ
た
送
り
手
側
の

事
情
に
左
右
さ
れ
る
形
で
導
入
さ
れ
た
可
能
性
を
示
し
た
。
第
四
章
で
は
新
聞
デ

ザ
イ
ン
史
研
究
の
応
用
可
能
性
を
示
す
た
め
に
、
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
当
時
ど
の
程
度
新
聞
報
道
で
重
視
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
を
検
証
し
た
。

結
果
、
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
を
加
味
す
る
こ
と
で
「
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と

い
う
結
論
が
導
か
れ
た
。

本
稿
は
あ
く
ま
で
新
聞
デ
ザ
イ
ン
史
研
究
の
一
歩
目
を
踏
み
出
す
こ
と
が
目
的

で
あ
っ
た
。
眼
前
に
は
今
後
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
記
事
本
文
や
写
真
、
図
表
と
い
っ
た
、
新
聞
を
構
成
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す
る
見
出
し
以
外
の
要
素
も
総
合
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
本

稿
で
取
り
上
げ
て
い
な
い
新
聞
の
分
析
や
、
日
本
以
外
の
新
聞
・
国
内
外
の
雑
誌

と
い
っ
た
他
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
影
響
も
、
研
究
を
深
め
る
上
で
は
欠
か
せ
な
い
論

点
で
あ
る
。
本
稿
で
は
あ
く
ま
で
モ
ノ
と
し
て
の
新
聞
の
分
析
に
終
始
し
た
が
、

今
後
は
新
聞
に
携
わ
っ
た
記
者
・
読
者
個
人
の
史
料
も
読
み
解
い
て
い
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
他
に
も
課
題
を
挙
げ
る
と
キ
リ
が
な
い
が
、
ま
ず
は
本
稿
で
示
し

た
段
越
え
見
出
し
の
登
場
・
定
着
過
程
を
、
さ
ら
に
細
か
く
見
て
い
き
た
い
。

註（
１
）
共
同
通
信
社
編
著
『
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

新
聞
用
字
用
語
集

第
十
三

版
』（
共
同
通
信
社
、
二
〇
一
六
年
）
八
頁
。

（
２
）
熊
田
亘
『
新
聞
の
読
み
方
上
達
法
』（
ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九
九
四
年
）
三

二
頁
。

（
３
）
ス
ペ
イ
ン
風
邪
と
い
う
名
前
の
由
来
は
、
当
時
第
一
次
世
界
大
戦
の
中
立

国
だ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
が
情
報
統
制
を
し
て
お
ら
ず
、
流
行
状
況
が
い
ち
早
く

世
界
に
伝
わ
っ
た
た
め
と
さ
れ
る
（
Ａ
�
Ｗ
�
ク
ロ
ス
ビ
ー
著
、
西
村
秀
一

訳
『
史
上
最
悪
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
―
―
忘
れ
ら
れ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
』

（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
原
著
の
初
版
は
一
九
八
九
年
）
四
五
頁
）。

近
年
は
流
行
年
に
ち
な
ん
だthe

1918
flu

と
い
う
表
記
も
増
え
て
お
り
、

本
稿
も
こ
れ
に
倣
っ
た
。

（
４
）
た
だ
し
『
東
日
』
が
『
大
毎
』
と
合
併
し
た
の
は
明
治
四
十
四
年
で
あ
る

（
毎
日
新
聞
社
編
『「
毎
日
」
の
３
世
紀
―
―
新
聞
が
見
つ
め
た
激
流
１
３
０

年

上
巻
』（
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
）
三
七
八
頁
）。

（
５
）
東
西
『
朝
日
』
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
聞
蔵
�
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
使
用
し
た
。
東
西
『
毎
日
』

の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
毎
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
毎
索
」
を
使
用
し

た
。

（
６
）
山
本
武
利
『
近
代
日
本
の
新
聞
読
者
層
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八

一
年
）
一
一
七
頁
な
ど
。

（
７
）
『
読
売
』
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
読
売
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
ヨ
ミ

ダ
ス
歴
史
館
」
を
使
用
し
た
。

（
８
）
本
稿
で
主
に
扱
う
新
聞
は
、
明
治
期
に
は
夕
刊
を
原
則
と
し
て
発
行
し
て

い
な
か
っ
た
。
例
外
と
し
て
『
東
朝
』
は
明
治
三
十
年
一
月
か
ら
、
朝
刊
を

第
一
回
と
第
二
回
（
事
実
上
の
夕
刊
）
に
分
け
て
発
行
す
る
こ
と
を
試
み
て

い
る
。
し
か
し
配
達
員
の
負
担
が
重
い
な
ど
の
理
由
で
、
明
治
三
十
年
八
月

か
ら
は
再
び
一
日
一
回
朝
刊
の
み
発
行
の
形
態
に
戻
っ
た
（
朝
日
新
聞
百
年

史
編
修
委
員
会
編
『
朝
日
新
聞
社
史

明
治
編
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九

五
年
）
三
六
四
頁
）。

（
９
）
松
村
明
教
授
還
暦
委
員
会
編
『
国
語
学
と
国
語
史
―
―
松
村
明
教
授
還
暦

記
念
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
七
年
）
七
五
九
―
七
八
一
頁
。

（
１０
）
本
稿
で
は
見
出
し
な
ど
の
史
料
を
引
用
す
る
際
、
傍
点
の
有
無
や
文
字
の

大
き
さ
な
ど
の
形
式
（
デ
ザ
イ
ン
）
ま
で
は
再
現
せ
ず
、
あ
く
ま
で
そ
の
内

容
（
テ
ク
ス
ト
）
の
み
を
示
す
（
以
下
同
様
）。
ま
た
史
料
の
引
用
に
際
し

て
は
、
適
宜
旧
字
を
新
字
に
改
め
、
仮
名
遣
い
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
（
以
下

同
様
）。

（
１１
）
鈴
木
前
掲
論
文
、
七
八
〇
頁
。

（
１２
）
『
社
会
志
林
』
五
十
五
巻
一
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
―
一
七
頁
。

（
１３
）
同
上
、
十
二
頁
。

（
１４
）
『
人
間
科
学
』
七
十
一
号
、
二
〇
〇
九
年
、
三
九
―
六
二
頁
。

（
１５
）
『
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
』
五
十
巻
一
号
、
二
〇
〇
三
年
、
五
五
―
六
四
頁
。
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（
１６
）
至
文
堂
、
一
九
六
一
年
。

（
１７
）
進
藤
咲
子
「
�
文
章
篇

第
四
章

新
聞
の
文
章
」
二
五
七
頁
（
進
藤

『
明
治
時
代
語
の
研
究
―
―
語
彙
と
文
章
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
一
年
）
所

収
）。
た
だ
し
同
論
文
の
初
出
は
、
時
枝
誠
記
、
遠
藤
嘉
基
監
修
、
森
岡
健

二
、
永
野
賢
、
宮
地
裕
、
市
川
孝
編
集
『
講
座

現
代
語

２

現
代
語
の

成
立
（
明
治
書
院
、
一
九
六
四
年
）
一
九
一
―
二
一
八
頁
で
、
鈴
木
前
掲
論

文
よ
り
早
い
。

（
１８
）
引
用
文
中
の
〔

〕
で
囲
ま
れ
た
箇
所
は
、
本
稿
の
著
者
に
よ
る
補
足
で

あ
る
（
以
下
同
様
）。

（
１９
）
西
田
前
掲
書
、
二
三
三
―
二
三
四
頁
。

（
２０
）
土
屋
礼
子
『
大
衆
紙
の
源
流
―
―
明
治
期
小
新
聞
の
研
究
』（
世
界
思
想

社
、
二
〇
〇
二
年
）
一
〇
五
頁
。

（
２１
）
同
上
、
一
〇
五
頁
。
な
お
奥
は
土
屋
の
議
論
に
つ
い
て
「
近
代
日
本
の
新

聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
、
視
覚
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
意
味
で
は
、
錦
絵
新
聞
と

い
っ
た
ん
は
っ
き
り
断
絶
し
て
い
た
こ
と
も
ま
た
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
」
と

補
足
し
て
い
る
（
奥
前
掲
論
文
、
三
頁
）。

（
２２
）
土
屋
前
掲
書
『
大
衆
紙
の
源
流
』
一
〇
三
頁
。

（
２３
）
同
上
、
三
六
頁
。

（
２４
）
山
本
武
利
『
新
聞
記
者
の
誕
生
』（
新
曜
社
、
一
九
九
〇
年
）
の
「
主
要

新
聞
系
統
図
」（
頁
数
は
振
ら
れ
て
い
な
い
が
七
頁
に
相
当
）
の
分
類
に
依

拠
し
た
。

（
２５
）
奥
前
掲
論
文
八
頁
に
よ
れ
ば
、
日
本
初
の
日
刊
紙
『
横
浜
毎
日
新
聞
』

（
大
新
聞
）
の
場
合
、
明
治
四
年
一
月
二
十
八
日
の
創
刊
号
で
は
全
て
の
記

事
に
タ
イ
ト
ル
が
な
か
っ
た
（
奥
は
、
鈴
木
の
言
う
と
こ
ろ
の
Ａ
Ｂ
型
の
見

出
し
以
外
は
、
見
出
し
で
は
な
く
単
な
る
タ
イ
ト
ル
と
み
な
し
て
い
る
）。

以
降
、
散
発
的
に
記
事
に
タ
イ
ト
ル
が
付
く
よ
う
に
な
り
、
明
治
十
七
年
十

二
月
十
七
日
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
に
改
題
）
か
ら
一
斉
に
全
て
の
記

事
に
タ
イ
ト
ル
（
か
ぶ
せ
見
出
し
）
が
付
い
た
と
い
う
。

（
２６
）
鈴
木
前
掲
論
文
、
七
六
〇
頁
。

（
２７
）
同
上
、
七
六
二
―
七
六
三
頁
。

（
２８
）
本
稿
で
は
新
聞
の
原
紙
で
直
接
活
字
の
大
き
さ
を
測
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
以
下
で
出
て
く
る
号
数
は
、
記
事
本
文
を
五
号
と
仮
定
し
て
推
定

し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２９
）
奥
前
掲
論
文
、
十
一
頁
。

（
３０
）
大
空
社
、
一
九
九
七
年
。
同
書
は
羽
島
が
自
ら
重
要
だ
と
考
え
る
号
外
を

厳
選
し
て
収
録
し
た
も
の
。

（
３１
）
た
だ
し
遅
く
と
も
明
治
二
十
年
ご
ろ
ま
で
は
、
さ
ほ
ど
重
要
で
な
い

ニ
ュ
ー
ス
も
号
外
と
し
て
報
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
羽
島
知
之
『「
号

外
」
明
治
史

１
８
６
８
―
１
９
１
２

Ｖ
ｏ
ｌ
�
』
十
頁
）。

（
３２
）
カ
ナ
ダ
の
日
系
移
民
に
つ
い
て
は
、
河
原
典
史
「
２０
世
紀
初
頭
の
カ
ナ
ダ

西
岸
に
お
け
る
捕
鯨
業
と
日
本
人
移
民
」（『
地
域
漁
業
研
究
』
五
二
巻
二
号
、

六
五
―
八
三
頁
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

（
３３
）
日
露
戦
争
と
は
無
関
係
の
記
事
も
含
め
ば
、
明
治
三
十
八
年
一
月
一
日

『
大
毎
』
二
面
「
懸
賞
募
集

二
十
世
紀
の
日
本
商
人
」
な
ど
で
段
越
え
見

出
し
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
記
事
（
ニ
ュ
ー
ス
）
と
い
う

よ
り
、
社
告
と
み
な
し
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
３４
）
杉
村
楚
人
冠
『
最
近
新
聞
紙
学
』（
慶
應
義
塾
出
版
局
、
一
九
一
五
年
）

紙
面
整
理
編
四
頁
。

（
３５
）
後
藤
武
男
『
新
聞
紙
講
話
』（
同
文
館
、
一
九
二
六
年
）
三
七
一
―
三
七

二
頁
。
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（
３６
）
同
上
、
三
八
四
頁
。

（
３７
）
土
屋
礼
子
「
大
正
期
の
夕
刊
紙
『
東
京
毎
夕
新
聞
』
に
み
る
新
聞
の
大
衆

化
」
吉
見
俊
哉
・
土
屋
礼
子
責
任
編
集
『
叢
書

現
代
の
メ
デ
ィ
ア
と

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
４

大
衆
文
化
と
メ
デ
ィ
ア
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

〇
一
〇
年
）
四
三
頁
。

（
３８
）
小
野
秀
雄
『
日
本
新
聞
発
達
史
』（
大
阪
毎
日
新
聞
社
・
東
京
日
日
新
聞

社
、
一
九
二
二
年
）
一
四
三
頁
。

（
３９
）
伊
藤
正
徳
『
新
聞
五
十
年
史
』（
鱒
書
房
、
一
九
四
七
年
）
一
四
三
頁
。

（
４０
）
千
葉
亀
雄
『
新
聞
講
座
』（
金
星
堂
、
一
九
二
五
年
）
二
六
三
―
二
六
六

頁
。

（
４１
）
土
屋
礼
子
「
戦
前
期
新
聞
研
究
に
お
け
る
読
売
瓦
版
・
錦
絵
新
聞
・
小
新

聞
―
―
新
聞
の
大
衆
性
を
め
ぐ
っ
て
」（『
人
文
研
究
』
五
十
巻
第
九
分
冊
、

一
九
九
八
年
）
四
四
―
五
一
頁
。

（
４２
）
同
上
、
四
五
頁
。

（
４３
）
土
屋
前
掲
論
文
「
大
正
期
の
夕
刊
紙
『
東
京
毎
夕
新
聞
』
に
み
る
新
聞
の

大
衆
化
」
四
三
頁
。

（
４４
）
近
代
日
本
の
新
聞
制
作
を
支
え
た
技
術
に
関
す
る
研
究
も
、
発
展
の
余
地

が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
た
論
文
と
し
て
、

有
山
輝
雄
「
技
術
か
ら
見
た
メ
デ
ィ
ア
史
―
―
量
的
拡
大
と
省
力
化
の
技

術
」（『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
三
十
七
号
、
二
〇
一
五
年
、
三
〇
―
四
八
頁
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
４５
）
鈴
木
前
掲
論
文
、
七
七
〇
頁
。
具
体
的
に
鈴
木
が
例
示
し
て
い
る
の
は
、

明
治
二
十
八
年
八
月
三
十
一
日
『
東
朝
』
一
面
「
台
湾
の
奪
取

彰
化
の
占

領

南
下
軍
の
困
苦
と
戡
定
の
偉
功
」
で
あ
る
。

（
４６
）
読
売
新
聞
社
編
『
新
聞
雑
誌
編
輯
者
・
記
者
の
基
礎
知
識
』（
読
売
新
聞

社
、
一
九
三
二
年
）
五
〇
―
五
一
頁
で
は
、
二
行
よ
り
三
行
の
見
出
し
の
方

が
優
れ
て
い
る
と
い
う
旨
の
説
明
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
４７
）
本
章
の
骨
子
は
、
著
者
が
二
〇
二
〇
年
度
に
東
京
大
学
文
学
部
に
提
出
し

た
卒
業
論
文
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
を
め
ぐ
る
認
識
―
―
当
時
の
新
聞
報
道
を
中

心
に
」
に
基
づ
く
。

（
４８
）
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
六
年
。

（
４９
）
流
行
直
後
に
編
ま
れ
た
貴
重
な
調
査
書
と
し
て
は
、
内
務
省
衛
生
局
編

『
東
洋
文
庫
七
七
八

流
行
性
感
冒
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
大
流
行
の
記
録
』

（
平
凡
社
、
二
〇
〇
八
年
。
原
著
の
初
版
は
一
九
二
二
年
）
が
存
在
す
る
。

特
定
の
地
域
・
集
団
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
流
行
に
着
目
し
た
文
献
と

し
て
は
、
小
田
部
雄
次
『
百
年
前
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
皇
室

梨
本
宮
伊
都

子
妃
の
見
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
』（
敬
文
舎
、
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
武
田
勝
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
の
疾
病
観
―
―
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
を

め
ぐ
る
言
説
を
手
が
か
り
に
」（
流
通
経
済
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
〇
〇

年
）
の
よ
う
に
、
他
の
研
究
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
要
素
と
し
て
一
九
一
八
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
扱
っ
た
文
献
も
複
数
存
在
す
る
。

（
５０
）
速
水
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
死
亡
者
数

は
、
日
本
の
内
地
だ
け
で
約
四
十
五
万
人
に
及
ぶ
と
い
う
（
速
水
前
掲
書
、

二
五
〇
―
二
五
三
頁
）。

（
５１
）
ク
ロ
ス
ビ
ー
前
掲
書
の
副
題
が
ま
さ
に
「
忘
れ
ら
れ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」

で
あ
る
。

（
５２
）
小
野
前
掲
書
、
四
六
七
―
四
六
八
頁
。

（
５３
）
『
東
朝
』
と
『
読
売
』
両
方
で
、
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ス
ペ
イ
ン
風

邪
」「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」「
流
行
性
感
冒
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
別
称
）」

「
感
冒
（
流
行
性
感
冒
の
略
称
）」「
風
邪
（
当
時
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
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ザ
は
こ
う
略
述
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
）」
の
五
語
と
し
た
。「
悪
性
感

冒
」「
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
」「
流
感
（
流
行
性
感
冒
の
略
称
）」
な
ど
の
語
を
含

め
て
も
検
索
結
果
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
大
ま
か
な
記
事
数
の
推

移
を
把
握
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
実
際
に
は
検
索
結
果
に
含
ま
れ
な
い

一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
記
事
や
、
検
索
結
果
に
含
ま
れ
て
は
い
る

も
の
の
実
際
に
は
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
無
関
係
な
記
事
も
あ
る
。

な
お
、
検
索
結
果
に
は
広
告
も
多
少
含
ま
れ
る
。

（
５４
）
正
確
に
は
、
一
九
一
八
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
記
事
を
ど
の
日
に
何
本
出

す
か
を
考
え
る
こ
と
も
、
本
稿
で
言
う
と
こ
ろ
の
広
義
の
「
デ
ザ
イ
ン
」
に

相
当
す
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
現
場
の
記
者
や
編
集
者
は
飛
び
込
ん
で
く

る
ニ
ュ
ー
ス
を
次
か
ら
次
へ
と
処
理
す
る
こ
と
で
精
一
杯
で
あ
り
、
テ
ー
マ

別
に
記
事
の
本
数
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
余
裕
は
（
連
載
や
特
集
記
事

を
除
い
て
）
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

（
５５
）
安
成
二
郎
「
新
聞
と
婦
人
」（
橘
篤
郎
編
『
綜
合
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
講
座

９
』（
内
外
社
、
一
九
三
一
年
）
五
〇
頁
。

﹇
付
記
﹈
本
稿
は
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
の
二
〇
二
一
年
度
演

習
「
明
治
期
社
会
経
済
史
演
習
」
で
の
報
告
を
も
と
と
す
る
。
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
参
加
者
各
位
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。
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